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「広櫂ひQ)」で広請員はじめます…•8

新
市
立
病
院
は
、
平
成
14
年
6
月
1
日
に
開
院
し
、

1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、

1
日
あ
た
り
の
外
来

の
患
者
さ
ん
は
約
900
人
、
ベ
ッ
ド
数
300
床
の
内
そ
の
8

割
が
稼
働
し
、
お
お
む
ね
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
外
来
の
待
ち
時
間
の
短
縮
な
と
課
題
も

あ
り
、
利
用
者
へ
の
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指

し、
4

フ
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
い
や
し
の
サ
ロ
ン
」
と
し
て
市
民
の

健
康
を
守
り
た
い
、
と
の
思
い
か
ら
新

築
さ
れ
た
病
院
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

1
年
経
ち
ま
し
た
。
開
院
以
来
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

実
に
長
い
経
過
が
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
思
い
返
し
ま
す
。
庁
内
で
も
激
し

い
議
論
が
あ
っ
て
、
一
時
は
建
設
中
止

ま
で
考
え
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
態

が
続
く

一
方
、
医
療
制
度
自
体
も
大
き

な
変
革
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
ん
な
時
、

日
野
市
は
新
し
い
病
院
を
持
ち
こ
た
え

て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
数
力
月

間
の
基
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
外
部

専
門
家
た
ち
の
意
見
も
求
め
ま
し
た
。

決
断
は
本
当
に
難
し
か
っ
た
。

結
局
、
約
10
億
円
ほ
ど
の
経
費
を
節

減
し
た
う
え
に
、
市
民
と
議
会
の
強
い

後
押
し
を
受
け
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し

m
さ
ん
の
視
点
に

J

た
サ
ー
ビ
ス

提
供
し
ま
す

L— 彎攣辮縦鬱噂彎

直
前
に
は
徹
夜
が
続
き
、
目
を
赤
く
し

て
い
る
職
員
を
か
な
り
見
か
け
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

さ
て
開
院
し
た
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
駐
車
場
の
不
具
合
、
待
ち
時
間
の
長

日野市長

馬斗;ム証

新
病
院
l
周
年
に
思
う

市
立
病
院
で
は
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
選

ば
れ
る
病
院
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
患
者
さ
ん
中
心

の
医
療
を
進
め
る
た
め
、
「
患
者
さ
ん
の
権

利
章
典
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
権
利
章
典
は
、
患
者
さ
ん
の
権
利
を

5
項
目
に
規
定
し
、
病
院
及
び
職
員
は
誠
実

に
実
践
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
が
「
い
や
し
の
サ
ロ
ン
」
と

な
る
よ
う
、
季
節
の
催
し
、
絵
画
等
の
展
示
、

理
容
室
の
設
置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導

入
等
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
不
安
を
除
き
、

い
や
さ
れ
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま
す
。

た
の
で
す
。

工
事
か
ら
開
院
ま
で
の
期
間
、
建
設

担
当
者
を
含
め
す
べ
て
の
病
院
職
員
が

医
療
技
術
職
も
看
護
職
も
一
般
職
も
、

み
ん
な
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
開
院

,._-~,i,' 

，
 

さ
、
案
内
の
不
慣
れ
、
職
員
の
連
携
不

足
な
ど
多
く
の
苦
情
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
で
す
が
、
い
ず
れ
も
新
病
院
へ
の

皆
様
の
大
き
な
期
待
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
励
ま
し
の
声
だ
と
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
財
政
は
苦
し
い
。
さ
ら

に
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
黒
字
経
営
の

病
院
に
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
接
遇
の
改
善
や
救
急
医
療
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
業
務
へ
の
取
り
組

み
に
加
え
、
市
立
病
院
の
新
し
い
魅
力

つ
く

を
創
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
、

す
べ
て
の
市
民
に
儒
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る

病
院
、
そ
し
て
「
い
や
し
の
サ
ロ
ン
」
と

な
る
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
温
か
い
目
で
新

病
院
を
見
守
り
、
さ
ら
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～患者さんの権利章典～

●どのような病気にかかった場合でも、良質の医療を公平に受ける権

利があります

♦だれもが一人の人間として尊敬され、医療提供者との相互の協力関

係のもとで、医療を受ける権利があります ＇ 

♦検在（の結果）や病名、治療法、見通しなどについて、理解しやす

い言薬や方法で、納得するまで、十分な説明と情報提供を受ける権

利があります

♦十分な説明と情報提供を受けた上で、治療方法などを自らの意志で

決定する権利があります

♦診療の過程で得られた個人情報は守られる権利があります
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市内小学生の絵画を展示

七
小
の

2
年
生
の

皆
さ
ん
が
桜
の
絵
を

描
い
て
く
れ
ま
し

た
。
き
れ
い
な
花
び

ら
が
今
に
も
飛
ん
で

き
そ
う
で
、
心
が
和

み
ま
す
。

ま
た
、
病
院
内
の

壁
に
は
市
民
の
方
が

描
か
れ
た
絵
が
常
時

展
示
さ
れ
て
い
ま

す。

ご意見・

昨
年
8
月
と
12
月
に
は

入
院
さ
れ
て
い
た
患
者
さ

ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

去
る
5
月
29
日
、
久
木
田

薫
さ
ん
（
チ
ェ
D
)
、
久
木

田
淑
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
入

院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
外
来
の
患
者

さ
ん
や
付
き
添
い
の
方
な

ど
、
多
く
の
聴
衆
が
見
守

る
中
、
心
安
ら
ぐ
音
楽
が

院
内
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ロビーでミニコンサート

こ要望をお聴かせください

病院を利用される方の声を

積極的にお聴きし、業務運営

に反映させるため、院内 5カ

所に投書箱を設置しています

（写真）。寄せられたこ意見

こ要望には、投書された方に

文書で回答したり、院内に掲

示しています。特に職員の対

応や診療に関するごとは、院

内で対策を協議し、全職員へ

の周知徹底を図っています。

病院や職員に対する苦情・

要望等を、患者さんが気兼ね

なく話せるよう、今後も適切

な対応を行っていきます。

旧
病
院
で
も
出
産
し
た
こ
と

が
あ
リ
ま
し
た
の
で
違
い
が
よ

く
分
か
リ
ま
す
。
食
事
も
温
か

明
る
い
病
院
と
充
実
し
た

設
罐
が
い
い
で
す

い
物
は
温
か
く
、
冷
た
い
物
は

冷
た
く
と
気
遣
い
を
感
じ
ま

す
。
郭
屋
の
広
さ
が
増
し
、
ト

イ
レ
・
洗
面
所
が
き
れ
い
に
な

リ
ま
し
た
。
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど

の
付
属
設
侮
も
充
実
し
快
適
で

す
。
病
院
全
体
が
明
る
く
な

リ
、
薬
の
臭
い
が
な

んさ
い
の
が
い
い
で
す
。

木鈴

ま

た

、

手

術

前

の

れ
説
甲
が
詳
し
く
、
と

た

て
も
安
心
し
ま
し

さ産
ん

出

v
た
。
面
会
時
問

（午

に
介

月

啓

前

8
峙

S
午
後

9

5
と

▲
時
）
に
余
裕
が
あ
る

［ 外来診療一覧 ］ 

内科・整形外科・小児科・眼科・脳神経外科・泌尿器科・外科

・皮膚科・耳鼻咽喉科（注 1)・産婦人科・歯科口腔外科（注 2)

一
度
、
市
立
病
院
に
入
院

し
、
紹
介
さ
れ
た
他
の
病
院
で

手
術
・
入
院
後
、
市
立
病
院
に

再
転
院
し
て
き
ま
し
た
。
具
合

が
悪
い
峙
に
、
近
く
に
大
き
な

病
院
が
あ
る
と
と
て
も
安
心
し

ま
す
。

先
生
や
看
護
師
さ
ん

に
優
し
く
対
応
し
て
も

ら
い
、
特
に
、
「
診
療
計

画
書
」
を
基
に
、
治
療

方
針
の
選
択
な
ど
の
詳

し
い
説
明
を
受
け
ら
れ

る
の
は
と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
市
内
在
住
の
男
性
）

理容室を設置しました

昨年12月から、入院されている患者

さんを対象に、週 1回理容室を開設して

います。これは、東京毬理容環境衛生同

業組合の協力によリ行っているもので、

患者さんにも好評です。

月曜～金曜日の午前

循環器科 月曜日と金曜日の午前

リハビリテーション科 火曜日の午前

精神神経科 月曜日と金曜日の午後

ペインクリニック（麻酔科）（注3) 月曜日と金曜日の午前

注 1…耳鼻咽喉科は、 6月30日までは月・木（午前）／火・金（午後）の診療となります

注2…歯科口腔外科は、口腔外科的疾患のある方、紹介状をお持ちの方、障害のある方、生活保

護を受けている方を対象としています

注3・・・「痛み（ペイン）」を取り除く診療科です。局所麻酔で痛む神経を遮断する治療をします。

， 血行を改善する作用もあり、痛みの原因となっている病気の治療効果もあります

の
は
、
家
族
に
と
て
も
好
評
で

す。（
八
王
子
市
在
住
の
鈴
木
葉
子

さ
ん
）

入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た

＊
 

小 児 心ー
・―
 斗

と

AH

小児・股関節 手 形成
小児股関節

足の外科

て
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
楽
し
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

病
院
の
雰
囲
気
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
活
躍
で
和
や
か
に
な
る
、
と
好
評
で

す
。
活
動
内
容
や
活
動
時
間
は
自
由
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
で

き
ま
す
。

▽
応
募
資
格
1
1
1
6
歳
以
上
の
健
康
な
方

．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．
．．．．．
．．．
．．．．．．
．．．．． 

▽
活
動
日
時
11
平
日
の
午
前
8
時
i
午

後
5
時
の
都
合
の
良
い
時
間

▽
内
容
11
外
来
・
病
棟
で
の
サ
ー
ビ
ス

活
動
（
受
付
案
内
、
車
い
す
の
付
き
添

い
、
見
守
り
）
、
話
し
相
手
、
清
掃
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
事
務
な
ど
※
公
共
交
通

機
関
利
用
の
場
合
は
交
通
費
実
費
支
給

▽
申
込
み
先
11
市
立
病
院
総
務
課

(B

5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す

新病院では、施設規模の拡大に伴い、

効率化を固るため新しい診療システムを

導入しました。その反面、患者さんにと

っては手続きが難しく感じられることも

多いと思われます。そこで、患者さんが

安心して療養、診察が受けられるよう、

病院に協力して自主的に活動していただ

いているのが病院ボランティアの皆さん

です。

現在、 36人のボランティアの方がそ

れぞれの技能、経験を生かし活躍されて

います。

▲ボランティアとして活躍している

豊泉定吉さん（写真右。西平山在住）

1日病院に入院の経験があり、何か恩返

しがしたいと思っていたところ、広報で

ボランティア募集を知リ応募しました。

案内や受付機の操作が主ですが、車の

乗降峙の介助もしています。明るい笑頻

で接するように心掛けていますが、感謝

されると本当にうれしくなリます。

臓 ア レ ル ギ ー
腎臓

予防接種

ぜんそく

神経
育児健診

外 科 乳腺エコー
乳
呼 吸

腺

器
乳腺エコー

小児外科
血 管

歯科口腔外
科（予約制）

歯槽膿漏

インプラント
顎 関 節

口腔腫瘍

インプラント

顎変形症

注4…神経内科では、脳・せき髄・末しょう神経・筋肉の病気を治療します。頭痛・ふらつき・

筋力の低下・しびれ ・けいれん・物忘れが多い・突然意識がなくなる・手足の動きが悪い

・カが入らない・手足がやせてきた・ろれつが回らない等の症状の方が対象となります

►休診日 土曜・日曜日、祝日

※診療日・診療時間は、変更する場合がありますので受診前に問い合わせを

問合せ先 市立病院（ff581-2677) 

゜
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市
内
の
東
部
地
域
に
拠
点
を
設
け

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
。
今
年
度
の
防
災
訓
練
は
日
野

市
と
東
京
都
の
合
同
で
行
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
訓
練
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
の
詳
し
い
訓
練
内
容
等
は
、

次
号
以
降
の
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

――
 ――

 

．
 

（
防
災
課
）

▲高所救助訓練 ▲架橋訓練

て
、
午
前
7
時
3
0
分
に
多
摩
直
下
型
地

震
が
発
生
し
、
市
内
に
多
大
な
被
害
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
の
訓
練
で

す
。
会
場
と
主
な
訓
練
項
目
は
下
表
を

合同総合防災訓練会場・主な訓練項目

杉野学園グラウンド ヘリ連携拠点の設営

百草団地 がけ崩れ

高幡台団地周辺

夢が丘小

高幡不動駅周辺

高幡不動尊

新井橋周辺

浅川スポーツ広場周辺

介護老人保健施設

介護老人福祉施設

サルビア
マザアス日野

救出救助（要援護者・ヘリ）

避難所立ち上げ

負傷者救護搬送・高所救出

ヘリによる消火

救出救助（モノレール）

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

①
午
前
7
時
3
0
分
に
屋
外
の
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
訓
練
を
お
知
ら
せ

②
市
内
一
斉
に
近
く
の
小
学
校
に
避
難

（
中
学
校
も
避
難
所
に
な
っ
て
い
ま
す

が
今
回
の
訓
練
は
小
学
校
だ
け
を
使
い

ま
す
）

医療訓練

救出救助訓練

多摩川グラウンド ヘリポート拠点設営

北川原公園 展示、体験訓練

③
小
学
校
で
避
難
所
開
設
の
訓
練
に
参

加
。
そ
の
後
、
東
京
都
と
合
同
開
催
す

る
訓
練
会
場
ま
で
バ
ス
で
移
動

④
災
害
発
生
と
同
時
に
市
役
所
内
に

「
日
野
市
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。

市
内
の
被
災
情
報
の
収
集
、
各
所
へ
の

職
員
の
派
遣
、
防
災
機
関
へ
の
応
援
要

請
な
ど

⑤
橋
が
多
い
地
域
の
た
め
、
災
害
発
生

時
に
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
災
害
救
援
活

動
が
困
難
に
な
る
場
合
も
想
定
し
、
警

視
庁
や
東
京
消
防
庁
の
航
空
機
が
、
上

空
か
ら
被
害
状
況
調
査
な
ど
を
実
施

※
航
空
機
に
よ
る
騒
音
や
ほ
こ
り
等
の

ご
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

小． 中学校施設を整偏します
●今年度の整備事業実施予定

教育委員会ではや第4次日野市基本構想・基本計画「日野

いいプラン2010」に基づき、教育施設の整備計画を策定し、

老朽化している小・中学校の耐震補強工事とトイレ改修工事

等環境衛生面の整備を順次進めています。今年度も、整備計

画に基づき右表のとおり整備事業を行います。（教育庶務課）

中

る

動

▲
 

小
小
中

山
生

五
平
七

小
小
中

合
三
滝
＿

中

潤徳小

夢が丘小
（二期）

三中
（東校舎）

夢が丘小

中

ー小

二中

了
耐
震
補
強
工
事

災
害
時
の
児
童
•
生
徒
の

安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま

す
。新

耐
震
基
準
（
昭
和
56
年

度
）
以
前
に
建
設
さ
れ
た
校

舎
・
屋
内
運
に
つ
い
て

耐

震

診

、

計

画

的

に

施

し

ま

修

工なし

校
舎
や
屋
内
運
動
場
の
改
修
を

行
う
際
に
、
室
内
空
気
汚
染
に
よ

っ
て
発
生
す
る
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症

候
群
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
校
舎
や
屋
内
運

動
場
の
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に

は
、
安
全
な
材
料
を
選
別
し
て
い

ま
す
。

①
合
板
類
や
壁
紙
を
購
入
す
る
場

合
は
、
原
因
と
さ
れ
て
い
る
ホ
ル

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
量
が
よ
り

少
な
い
も
の
を
使
用

②
接
着
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
不
検
出
の
も

の
を
使
用

③
塗
料
は
、
発
生
原
因
と
な
る
ト

ル
エ
ン
や
キ
シ
レ
ン
な
ど
の
有
機

溶
剤
の
含
有
が
少
な
い
水
性
系
の

も
の
を
極
力
使
用
。
ま
た
、
十
分

な
換
気
と
養
生
期
間
を
と
る

さ
ら
に
、
施
工
後
に
厚
生
労
働

省
指
針
値
対
象
項
目
の
測
定
を
行

い
、
指
針
値
以
下
で
あ
る
等
、
安

全
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
使
用
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▼
ト
イ
レ
改
修
工
事

＼
「
暗
い
、
汚
い
、
臭
い
」
と
言
わ
れ
て

い
る
学
校
の
ト
イ
レ
を
一
新
し
、
便
器

り
洋
式
化
、
水
洗
い
を
し
な
い
床
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
考

慮
し
た
明
る
＜
、

衛
生
的
で
使
い
や

す
い
ト
イ
レ
ヘ
と

改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

昨
年
ト
イ
レ
改

修
工
事
を
行
っ
た

学
校
で
は
、
明
る

＜
衛
生
的
で
使
い

や
す
い
ト
イ
レ
と

評
判
で
す
。
改
修

し
な
い
ト
イ
レ
の

利
用
が
減
り
、
改

修
し
た
ト
イ
レ

は
、
列
が
で
き
る

ほ
ど
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

R

>

＼
＼
ー
／

シ
ッ
ク
ス
ク
ル

へ
の
翌
京

／
＼
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■地
番
が
新
た
に
変
わ
り
ま
す

士
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
次
の
地
区
の
地
番
整
理
を
行

い
、
地
番
を
新
た
に
振
り
直
し
ま
す
。

了
東
光
寺
上
第
2
地
区
…
6
月
2
8
B

田
か
ら
、
栄
町
五
丁
目
•
新
町
五
丁

目
地
域
の
一
部

烹
四
ツ
谷
前
地
区
…
7
月
5
日

5
か

ら
、
栄
町
一
丁
目
地
域
の
一
部

※
該
当
す
る
お
宅
に
は
、
新
旧
地
番

対
照
図
、
住
所
変
更
通
知
用
ハ
ガ

キ
、
地
番
変
更
予
定
通
知
な
ど
を
送

付
し
ま
す

孟
問
合
せ
先
11
都
市
計
画
課ル

鐘

●
剪
定
枝
の
拠
点
収
集

(
7
月）

剪
定
枝
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に

左
表
の
拠
点
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
剪
定
枝
は
、
可
燃
ご
み
収
集

日
に
2
束
ま
で
試
験
的
に
戸
別
収
集

し
て
い
ま
す
。
1
束
の
長
さ
5
0
令
以

内、

1
束
の
直
径
30
丘
ン
以
内
、

1
本

の
枝
の
太
さ
は
5
令
以
内
で
す
。
事

業
所
で
出
た
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

※
各
拠
点
収
集
会
場
の
番
号
は
、

「ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
会
場

一
覧
に
対
応
し
て
い
ま
す

午
後
1
時
⑳
分
1
3
時
30分

3日困 ②多摩平第1公園
4日画 ④高幡不動駅北第4駐輪場入口

9日困⑥＼1）サイクル事務所
10日困 ⑧さかい公園しレ、9, , 

15日図⑩）＼ヶ下公園：；

16日困 ⑫鳥と緑の国際センター
17日困⑭ 9̂日野台公園 ：t 
21日閥⑯即I,1地域広場 ャ々
22日図 領沢田公園’9'ぃ：
23日困⑳茎つばやし地因広場 ＇

■成
人
歯
科
予
防
教
室

＞
日
時
1
1
7
月
2
9
日
凶
午
後
1
時
20

分
S

3
時
※
時
間
予
約
制
。
検
診
時

間
は
40
分
程
度
。
時
間
は
、
個
別
に

通
知

叉
云
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

7
対
象
1140
歳
以
上
の
市
民
（
総
義

歯
で
な
い
方
）

▽
定
員
1140
人

▽
申
込
み
1
1
6
月
30
日
向
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
検
診
日
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
1
0
0
1
1
日
野
本

町
1
の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科
予
防

教
室
係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

■食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

5
買
い

物
か
ら
後
片
付
け
ま
で

全
般
的
に
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
食
べ
物
を
買
う
と
き
か

ら
後
片
付
け
ま
で
、
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
買
う
と
き
＂
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な

も
の
を
購
入
。
消
費
期
限
は
必
ず
確

認▽
保
存
す
る
と
き
11
①
冷
蔵
・
冷
凍

の
必
要
な
も
の
は
帰
っ
た
ら
す
ぐ
保

存
。
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ
ス
1
5
度
以
下
で
②
肉
や
魚

の
汁
が
ほ
か
の
食
品
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
③
冷
蔵
庫
は
詰
め
過
ぎ
ず
、

7
割
程
度
で

▽
調
理
の
下
準
備
11
①
肉
や
魚
の
汁

が
ほ
か
の
食
品
や
容
器
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
②
包
丁
•
ま
な
板
は
肉
や

魚
を
切
っ
た
後
に
熱
湯
消
毒
③
卵
の

割
り
置
き
は
せ
ず
、

1
回
で
使
う
量

を
調
理
直
前
に
割
る

▽
調
理
11
①
加
熱
は
十
分
に
（
食
品

の
中
心
を

75
度
で

1
分
問
以
上
保

r

9
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

野
本
颯
吾
く
ん（
の
も
と
•
そ
う

ご
。
平
成
14
年
6
月
1
日
午
前
9

時
18
分
生
ま
れ
。
父
・
和
孝
さ
ん
、

母

・
美
紀
さ
ん
。
下
田
在
住
）

人
な
っ
っ
こ
い
笑
顔
の
颯
吾
＜

ん
は
、
お
豆
腐
が
大
好
き
な
元
気

な
男
の
子
。
電
車
や
犬
を
見
る
と

l 6月後期休日診療医 I
診顕時間 9:00~12:00 13:00~17:00 

を
つ
け
て
い
ま
す
。

▽
期
間
1
1
6
月
下
旬
S

8
月
中
旬

▽
区
域
11
大
字
日
野
・
石
田
・
高
幡

•
新井
・

一
二
沢・三
沢
一
丁目
・
落

川
・

百
草
地
区

■
平
山
小
•
平
山
台
小
統
合
酎
画
（
素

▽
調
査
方
法＂
各
戸
量
水
器
を
音
調

案

）

脱

明

会

で

調

査

、

道
路
の
配
水
管
は
夜
間
も

保

護

者

・

地

域

住

民

の

方

々

を

対

実

施

象

と

し

た

説

明

会

を

開

催

し

ま

す

。

▽

問

合

せ

先

11
水
道
事
務
所
(B583.

▽
日
時

・
会
場
1
1
6
月
28
日

g
午
前

6
3
4
0
)

10
時
か
ら
平
山
小
体
育
館
、
午
後
1

■
「
社
団
法
人
日
野
市
勤
労
者
福
祉

時
30
分

か

ら

乎

山

台

小

体

育

館

※

ど

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

」

が

ス

タ

ー

ト

ち

ら

も

来

場

可

。

上

履

き

の

ご

持

参

日

野

市

勤

労

者

互

助

会

は

昭

和

56

を。

車

で

の

来

場

は

ご

遠

慮

を

年

に
発
足
、
平
成
6
年
に
日
野
市
勤

▽
問
合
せ
先
11
学

務

課

適

正

規

模

担

労

者

福

祉

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

と

名

当

称

を

変

更

し

、

2

2

年

が

経

過

し

ま

し

■市
の

例

規

集

・

要

綱

集

が

イ

ン

タ

た

。
去
る

4
月
］
日
か
ら
は

「
社
団

ー

ネ

ッ

ト

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

法

人

」

の

許

可

を

受

け

、

新

た

に

ス

市

の

条

例

、

規

則

、

訓

令

、

要

綱

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

厚

生

労
働
省
、

等

が

自

宅

か

ら

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

東

京

都

、

日

野

市

か

ら

支

援

を

受

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

け
、
入
会
金
500
円
、
月
会
費
500
円
で

▽
ア
ド
レ
ス

11http:
/＼

www.c

市
内
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
を
サ
ポ

i
 
t
y
.hino. tokyo.j p
¥
r
e
i
k
i
¥
r
e

ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

ikiー
m
e
n
u
.
h
t
m
l

実
施
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
事
業

▽
問
合
せ
先
11
総

務

部

庶

務

課

所

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

ぜ

ひ

こ

の

機

■日
野
市
表
彰
式

5
表

彰

候

補

者

の

会

に

ご

加

入

く

だ

さ

い

。

推
薦
を

▽
問
合
せ
先
11
凶
日
野
市
勤
労
者
福

市
で
は
、
毎
年
11
月
3
日

の

市

制

祉

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

(
6
5
8
1
.
6

施
行
記
念
日
に
日
野
市
表
彰
条
例
に

7
1
1
)

基
づ
く
市
民
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ

■
「
日
本
女
性
会
議
2
0
0
3
お
お

て

い

ま

す

。

つ

」

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
地

「
い
の
ち
の
世
紀
び
わ
湖
で
輝

域

社

会

の

発

展

に

貢

献

さ

れ

た

方

や

け

女

と

男

」

を

テ

ー

マ

に

、

男

女

地

域

の

生

活

安

定

・

環

境

保

全

・

教

共

同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

育

振

典

・

文

化

や

福

祉

の

向

上

に

尽

目

的

と

し

た

全

国

規

模

の

会

議

で

力

さ

れ

た

方

、

産

業

や

科

学

の

分

野

す

。

詳

し

い

資

料

は

女

性

セ

ン

タ

で

活

躍

さ

れ

た

方

、

他

の

模

範

と

な

ー

、

市

役

所

4
階
女
性
参
画
推
進
室

る

善

行

の

あ

っ

た

方

を

「

市

民

功

労

に

あ

り

ま

す

。

者
」
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す

。

▽

日
程
1
1
1
0
月
17
日
細
S
1
8
日
5

あ

な

た

の

周

辺

に

市

民

功

労

者

と

▽

会

場

11
大
津
市
び
わ
湖
ホ
ー
ル
げ

し
て
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
方

▽
内
容
11
全
体
会
と
記
念
講
演
（
瀬

（

表

彰

候

補

者

）

が

い

ら

っ

し

ゃ

い

戸

内

寂

聴

氏

、

赤

松

良

子

氏

）

、

分

科

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に

推

薦

会

g

し
て
く
だ
さ
い

。

▽

中

込

み

11
6
月
2
7
日
絢
（
必
着
）

な

お

、

推

薦

に

あ

た

っ

て

は

そ

れ

ま

で

に

所

定

の

申

込

書

（

資

料

に

添

ぞ

れ

基

準

が

あ

り

ま

す

の

で

、

事

前

付

）

を

申

込

み

先

に

送

付

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

°

▽

問

合

せ
先
11
女
性
参
画
推
進
室

▽
受
付
期
間
1
1
6
月
1
6
日
⑲
S

7
月

■水
田
に
農
薬
を
散
布

31
日
困
午
前
8
時
30
分
S
午
後
5
時

田

植

え

の

時

期

で

す

。

病

害

虫

を

1

5

分

※

土

曜

・

日

曜

日

、

祝

日

を

除

く

駆

除

し

、

水

稲

の

生
産
安
定
を
図
る

ヱ
受
付
場
所
11
表

彰

区

分

ご

と

に

担

た

め

、

水

田

に

蔑

薬

が

散

布

さ

れ

ま

当

課

が

異

な

り

ま

す

。

事

前

に

問

い

す

。

散

布

中

の

水

田

に

は

赤

い

旗

が
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つ
）
②
調
理
前
と
後
の
食
品
は
室

温

分

1

3
時
30
分

す

。

平

成

1

5

年

7
月
1
日

か

ら

そ

の

て

、

7
月
1
日
の
更
新
以
降
も
引
き

1
月
2
日
以
降
に
日
野
市
に
転
入
さ

で

長

く

放

置

し

な

い

▽

会

場

11
高

幡

福

祉

セ

ン

タ

ー

助

成

率

が

7
％
か
ら
4
％
に
変
更
さ
続
き
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
新
し
い
れ
た
方
の
み
）
を
市
役
所
2
階
高
齢

▽
食
事
11
清
潔
な
器
具
と
食
器
を
使
▽
内
容
11
事
業
の
紹
介
、
ス
ラ
イ
ド
れ
、
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
医
療
証
を
6
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
福
祉
課
へ
持
参

用

上

映

者

へ

6
％
分
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

6
月
末
ま
で
に
届
か
な
い
方
は
ご
連
※

6
月
末
現
在
⑱
限
度
額
適
用
認
定

▽
残
っ
た
食
品
11
①
小
分
け
し
て
冷
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
社
会
福
祉
協
ま
す
。
な
お
、
障
害
者
施
策
に

よ

る

絡

く

だ

さ

い

。
な
お
、
古
い
医
療
証
を
受
け
て
い
て
、

7
月
1
日
の
更
新

蔵
庫
へ
②
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
ら
拾
議
会

(
6
5
9
1
.
1
5
6
7
)

訪
問
介
設
を
利
用
し
て
い
た
方
は
7

は、

7
月
に
な
っ
て
か
ら
市
役
所
2

以
降
も
引
き
続
き
⑱
医
療
証
を
受
け

て
る
③
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加

■日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
％
の
ま
ま
で
す
。
前
年
度
減
額
対
象
階
麻
齢
福
祉
課
‘
七
生
支
所
、
豊
田
駅
ら
れ
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知
ら
せ

熱

す

る

の

苦

情

・

相

談

日

の

方

に

6

月

中

に

申

請

害

を

郵

送

し

連

絡

所

へ

お

返

し

く

だ

さ

い

。

を

6

月

中

に

通

知

し

ま

す

。

希

望

の

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

▽
日
時
1
1
7
月
3
日
g
.
1
1
日
画
・
ま
す
の
で
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
ま
で
⑱
医
療
証
を
受
け
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す

1

1

1

)

1

7

日
g
.
2
5
日
⑯
午
前
9
時
S
花
午
こ
れ
に
伴
い
、
市
の
平
成
1
5
年
度

て

い

た

方

で
、
平
成
14
年
分
の
所
得

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
医
療
係

叉
云
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
ブ
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
が
、
所
得
制
限
基
準
額
を
超
え
る
な

ズ
パ
ー
ソ
ン
室
※
事
前
に
連
絡
を
成
事
業
の
助
成
率
も
7
％
か
ら
4
％
ど
の
理
由
で
医
療
証
が
受
け
ら
れ
な

ヱ
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

対

象

者

に

は

く

な
っ
た
方
に
は
、
⑱
老
人
医
療
費

ン
ブ
ズ
バ
ー
ソ
ン
担
当

6
月
中
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
助
成
制
度
事
由
泊
滅
通
知
書
を
お
送

●
介
護
保
険
の
新
規
事
業
者
を
紹
介
を
通
じ
て
、
申
請
方
法
な
ど
を
連
絡
り
し
ま
す
。
消
滅
通
知
書
が
屈
い
た

7
内
容
・

事
業
者
名
11
居
宅
介

談

支

し

ま

す

。

方

で

入

院

中

や

通

院

中

の

方

は

、
医

援

・
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
…
友

遊

▽

問

合

せ

先

11
高
齢
福
祉
課
介
護
保
療
機
関
に
⑮
医
療
証
の
資
格
が
な
く

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
西
平
山
1
の
4
の

険

係

な

っ

た

こ

と

を

申

し

出

て

く

だ

さ

い

1
2
6
5
8
4
.
5
1
4
1
)
／
居
宅
介
護

■⑲
医
療
証
を
更
新
5

6
月

中

に

郵

▽

⑱
医
療
証
受
給
者
で
世
帯
全
員
が

支

援

…

お

て

だ

ま

介

談

サ

ー

ビ

ス

日

送

し

ま

す

住

民

税

非

課

税

の

方

11
医
療
機
関
に

野
（
大
坂
上
1
の
32
の
8
T
Y
ビ

ル

東

京

都

で

は

、

現

在

、

昭

和

11
年
か
か
っ
た
場
合
、
⑲
限
度
額
適
用
認

日
野
5
階
6
5
8
9
.
2
6
6
0
)
／
通

6
月
30
日
以
前
生
ま
れ
で
一
定
の
所
定
を
受
け
る
と
低
所
得
者
の
限
度
額

所
介
護
：
葵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
り
の
得
制
限
額

（表
1
)
以

下

な

ど

の

条

（

表

2
の
低
所
得
者
を
参
照
）

と
な

木
（
多
摩
平
4
の
1
の
9
葵
ビ
ル

1

件
を
満
た
し
た
方

(70
歳
未
満
）
に
、
り
ま
す
※
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

階
6
5
8
9
.
6
5
7
7
)

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
昭
和

孟
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
在
宅
サ

11
年
7
月
1
日
S
昭
和
12
年
6
月
30

ー

ビ

ス

係

日

に

生

ま

れ

た

方

は

平
成
1
6
年
7
月

■第
2
期
日
野
市
介
護
保
険
事
業
計

1
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

画
と
高
齢
者
福
祉
施
策
の
市
民
説
明

会
を
開
催

本
年
3
月
に
第
2
期
H
野
市
介
護

保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成

15年
S
1
9年
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

量
な
ど
の
見
込
み
を
た
て
、
保
険
料

な
ど
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
計
画
や
市
の
高
齢
者
福

祉
施
策
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ

▽
日
時
・
会
場
11
①
6
月
28
日
3
午

前
9
時
3
0
分
S
1
1
時
3
0
分
・
・
・
平
山
地

区
セ
ン
タ
ー
②
6
月
2
9
日
回
午
前
9

時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分
・
・
・
中
央
公
民
館

③
7
月
1
日
因
午
後
2
時
1

4
時
：
．．
 

市
役
所
5
階
505
会
議
室
④
7
月
3
日

困
午
後
2
時
S

4
時
：
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー

孟
問
合
せ
先
11
扁
齢
福
祉
課
介
設
保

険
係■介

護
保
険
利
用
料
助
成
事
業
の
助

成
率
を
変
更
し
ま
す

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
額
減
額

措
置
は
利
用
者
の
急
激
な
負
担
増
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
段
階
的
な
助
成

率
の
引
き
下
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
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至
日
野

至豊田

■ひ
と
り
親
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

ひ
と
り
親
と
な
っ
て
2
年
以
内
の

家
庭
に
、
食
事
の
世
話
、
掃
除
・
整

理
、
洗
濯
な
ど
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
11
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
小
学
校
低
学
年
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
②
親
ま
た
は
義
務
教
育
終
了
前

の
児
立
が
一
時
的
に
負
傷
も
し
く
は

疾
病
に
か
か
っ
た
③
親
族
等
の
冠
婚

葬
祭
に
出
席
す
る
④
日
常
の
家
事
や

育
児
を
行
っ
て
い
る
同
居
の
祖
父
母

が
一
時
的
に
負
傷
も
し
く
は
疾
病
に

か
か
っ
た
⑤
技
能
習
得
の
た
め
の
通

学
・
就
職
活
動
・
出
張
、
学
校
の
公

式
行
事
へ
の
参
加
な
ど
⑥
そ
の
他
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課

■在
宅
高
齢
者
ケ
ア
事
業
説
明
会

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
の
方
の
協
力
で
家
事
援

助
を
中
心
と
す
る
有
料
の
ケ
ア
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
、
ケ
ア
を
利
用

し
た
い
方
は
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。
ケ
ア
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
も
募
集
中
で
す
。

▽
日
時
1
1
6
月
26
日
困
午
後
1
時
30

大
喜
び
で
す
。
最
近
は
鏡
に
映
っ

た
自
分
の
顔
を
見
る
の
も
好
き
な

ょ
う
で
す
。

至
南
平
駅

至
高
幡
不
動
駅

aぅ
日野台診療所（児・内科） 石川クリニック（内・蜘）
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表
•r 

助
成
額
は
、
健
康
保
険
で
認
め
ら

れ
た
医
療
費
か
ら
一
部
負
担
金
（
表

2
の
一
般
を
参
照
）
を
差
し
引
い
た

額
で
す
。

文
暉
医
療
証
を
受
け
て
い
る
方
1
1
6

月
末
現
在
、
⑲
医
療
証
を
受
け
て
い

2
 

表

．
 

▽
申
請
方
法
11
①
健
康
保
険
証
②
⑮

医
療
証
（
平
成
1
5
年
7
月
1
日
か
ら

の
新
し
い
医
療
証
）
③
平
成
1
5
年
度

住
民
税
非
課
税
証
明
書
（
平
成
1
5
年

般

人
文
一
人
「
＾
「
文

o

l

2

3

4

5

 

一部負担金限度額（月額）

低所得者
（世帯全員が
住民税非課税）

所得制限基準額

割

257.2万円

305.2万円

343.2万円

381.2万円

419.2万円

457.2万円

12,000円

8,000円

40,200円

24,600円

指
し
ゃ
ぶ
り
が
気
に
な
り
ま
す
が
…

◎

指
し
ゃ
ぶ
り
を
す
る
よ
う
に
な

り
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。

囚
ま
だ
ま
だ
未
発
達
な
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
、
吸
う
と
い
う
唇
の
感
覚

は
、
生
ま
れ
つ
き
持

っ
た
能
力
で

す
。
舟
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
む
以
外

に
、
た
ま
た
ま
指
が
唇
に
触
れ
て
習

恨
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
成
長
と

と
も
に
、
他
に
興
味
を
も
ち
次
第
に

消
え
て
い
き
ま
す
。
無
理
に
止
め
さ

せ
な
い
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
状
況
を
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
歯
へ
の
影

響
を
心
配
す
る
お
舟
さ
ん
も
い
ま
す

が
、
時
々
吸
っ
て
い
る
程
度
で
し
た

ら
、
さ
ほ
ど
影
響
は
な
い
と
思
い
ま

す。
幼
児
期
に
な
っ
て
も

H
中
、
吸
っ

て
い
る
場
合
は
、
遊
び
に
集
中
で
き

ず
に
退
屈
し
て
い
る
、
不
安
な
気
持

ち
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
吸
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

お
子
さ
ん
を
よ
く
見
て
、
何
が
原
因

か
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

▽
問
合
せ
先
11
束
部
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
6
.
1
1
7
1
)

諭
ご
対
象
1115
歳
以
上
の
方
※
代
理
人

に
よ
る
申
諮
は
で
き
ま
せ
ん

7
申
込
み
11
月
曜
S
金
曜
日
午
前
8

時
3
0
分
＼
午
後
5
時
1
5
分
に
市
役
所

1
階
市
民
課
と
七
生
支
所
で
※
カ
ー

▽
問
合
せ
先
11
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)
 

合
わ
せ
を

ヱ
提
出
岩
類
11
指
定
の
推
薦
書
（
市

役
所
4
階
総
務
部
庶
務
課
に
あ
り
）

ご
被
表
彰
者
の
決
定
11
推
薦
さ
れ
た

表
彰
候
補
者
を
「
H
野
市
表
彰
審
査

会
」
で
審
査
の
う
え
決
定

ご
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

■ひ
の
I
C
カ
ー
ド
利
用
者
募
集

こ
の

I
C
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
や

印
鑑
証
明
書
の
発
行
が
自
動
交
付
機

で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ド
は
即
日
交
付
し
ま
す

▽
持
ち
物
11
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
機
関
が
発
行
す
る
顔
写
真
入
り
免

午
モ
な

11t111,1iii!
ど

※
自
動
交
付
機
（
市
役
所
1
階
、
七

生
支
所
に
殷
置
）
は
、
平
日
は
午
後

8
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
日
は
午
後

5
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す

冨
問
合
せ
先
11
市
民
課

■ペ
ン
キ
や
薬
剤
等
の
不
法
投
棄
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い

最
近
、
市
内
の
河
川
や
用
水
で
白

濁
や
油
の
流
出
事
故
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
原
因
の
多
く
は
ペ
ン

キ
が
付
着
し
た
器
材
の
洗
浄
水
や
、

使
い
残
し
の
薬
剤
、
オ
イ
ル
な
ど

が
、
側
溝
や
河
川
、
用
水
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
た
め
で
す
。
汚
水
や
油
の

除
去
な
ど
原
状
復
帰
の
措
置
は
原
因

者
の
責
任
で
す
。

ペ
ン
キ
や
薬
剤
、
油
な
ど
は
、
た

と
え
少
塁
で
も
影
響
は
大
き
く
、
魚

な
ど
の
生
き
物
に
影
響
を
与
え
る
ば

か
り
か
、
下
流
に
住
む
方
の
健
康
や

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
か
ね

ま
せ
ん
。
少
量
の
場
合
で
も
適
正
に

処
理
し
、
河
川
、
用
水
、
及
び
下
水

道
や
側
溝
に
捨
て
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
河
川
、
用
水
で
異
常
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヱ
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
課

■日
野
市
環
境
基
本
計
画
進
行
状
況

の
検
討
会

5
市
民
と
作
っ
た
計
画
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

市
民
参
画
で
環
境
基
本
計
画
を
策

定
し
て
か
ら
来
年
度
で
5
年
目
に
な

り
ま
す
。
計
画
の
理
念
が
ど
れ
だ
け

実
現
で
き
た
か
、
現
在
の
環
境
関
連

の
課
題
や
状
況
等
に
対
応
が
で
き
た

の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
計
画

の
策
定
に
参
加
し
て
い
な
い
方
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
1
1
6
月
2
2
日
⑱
午
後
1
時
30

分
1
4
時
30
分

叉
云
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

文
申
込
み
1
1
6
月
1
6
日
⑲
S
2
0
日
細

に
電
話
か

F
A
X
で
環
境
保
全
課

函
5
8
3
.
4
4
8
3
)

へ

■水
道
管
の
漏
水
調
査
を
実
施

5
敷

地
内
へ
の
立
ち
入
り
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
大
切
な
水
を
守
る
た
め

に
、
配
水
管
、
給
水
管
の
漏
水
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
の
た
め
に
敷
地

内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
調
査
員

は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、
腕
章

I 救 必すイ呆!;をこt,こさい 療 I 

休日準夜診療所
'（内科` 、小児科）

日野本町1-7-2n584-1661 
土曜日隈日祝日

19:30-22:30洩け付けは22:20まで）

至立川駅

休r|日 ー歯科
：こ応急診療所
高幡101l（福祉支援センター内）
で回594-2111 曰曜日、祝日
9:00-12:00、13:00-17:00

（受11付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅〶至新井●

1 救急テレホンサービスーロ
243寺閻医的機関案内

救急病院6月後期宿日直予定表
16 I 17 I 18 
（月） （火） （水）

小内小

児児

科科科

外整整
形形
外外
科科

0日野消防署 ff 581-0119 
0東京消防庁災害救急情報センター

ff 521-2323 
〇東京都保健医療情報センター

ひまわり ff 03-5272-0303 
外国人専用 四 03-5285-8181

(9 : 00~20 : 00) 

゜

科

外

科

内

外

科

外

科

19
困

＿内

科
一外

科
産

内

科

■敦
育
委
員
会
第
2
回
定
例
会

(
5

月
8

日
開
催
）
•
第
1

回
臨
時
会
(
5

月
26
日
開
催
）

ご
第
2
回
定
例
会

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11
第
5
期
日
野

市
立
教
職
員
研
究
室
運
営
審
議
会
委

貝
の
委
嘱
ほ
か
1
件

▽
協
議
事
項
11
教
育
委
員
会
事
務
局

組
織
改
正

▽
報
告
事
項
11
平
成
1
5
年
度
「
選
べ

る
学
校
制
度
」
希
望
調
査
集
計

ご
第
1
回
臨
時
会

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11
日
野
市
体
育

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
提
出
ほ
か
1
件

▽
協
議
事
項
11
教
育
委
員
会
事
務
局

組
織
改
正
（
継
続
）

※
次
の
定
例
会
は
、

6
月
26
日
困
に

開
催
予
定
で
す

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■市
長
の
動
き

(
5
月
後
半
）

▽
17
日
11
南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ
ー

開
所
式
に
出
席
▽
20
日
11
東
京
都
自

動
車
整
備
振
興
会
日
野
支
部
総
会
に

あ
い
さ
つ

挨
拶
▽

21
日
11
束
京
都
三
多
摩
地
区

消
防
連
営
協
議
会
総
会
に
出
席
▽
2
2

日
11
日
野
市
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会
、
日
野
法
人

会
総
会
に
挨
拶
▽

23
日
11
日
野
青
色

を年

30
⑤

小

児

科

脳

神

経

外

科

せし問ヘ，
 

。581

J
小

児

科

J
整
形
外
科

「

誓

名

内

科

:

整
形
外
科

防消回

27
②

内

科

外

科

夕咋

26
困

小

児

科

整

形

外

科

ンレ

科

ホて

25
⑧

内

科

脳

神

経

外

科

こ前事

24
⑳

小

児

科

皮

膚

科

00 収

人

西

23
⑤

内

科

整

形

外

科

合場

~
9
、
~

る

夜
れ

．

~
さ

5

婦

．買

J
B

.
 

は

ぶ
内

科

J
泌
尿
器
科

科

2
1
9

◇

内

科

む

泌
尿
器
科

昼
目

◇
g
 

9
2
0
⑨

小

児

科

眼

内

科

内

外

科

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

民
間
活
力
を
導
入
し
、
給
食
運
営

の
充
実
と
効
率
化
を
図
っ
た
結
果
、

昨
年
度
は
約
3
千
800
万
円
の
人
件
費

を
節
減
し
、
光
熱
水
費
の
節
減
も
で

き
ま
し
た
。
こ
の
節
減
し
た
経
費

は
、
学
校
環
様
整
備
に
活
用
し
て
い

ま
す
。今

後
も

「安
全
で
お
い
し
く
楽
し

い
給
食
」
と
学
校
給
食
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
、
調
理
員
の
退
職
者

を
補
充
せ
ず
、
順
次
中
学
校
給
食
業

務
民
間
委
託
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課
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立
っ
て
い
ま
す
。
散
布
期
間
中
は
子
申
告
会
総
会
、
東
京
都
電
気
工
事
工

ど
も
た
ち
を
水
田
に
近
づ
け
な
い
よ
業
組
合
多
靡
地
区
本
部
多
摩
支
部
総

う

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

会

に

挨

拶

▽

24
日
11
公
民
館
ま
つ

▽
散
布
期
間
1
1
6
月
中
旬
1
7
月

中

り

、

憲
法
記
念
H
行
事
講
演
会
に
出

旬

席

▽

25
日
11
ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
野

▽
問
合
せ
先
11
産

業

振

興

課

第

1
団
創
立
5
0
周
年
記
念
式
典
に
出

i

席
▽

26
日
11
東
京
都
市
長
会
議
に
出

席
▽

28
日
11
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
総
会
、
日
野
農
産
物
直
売

組
合
総
会
、
日
野
市
商
業
協
同
組
合

総
会
に
挨
拶
▽
2
9
日
11
全
国
市
長
会

関
束
支
部
総
会
に
出
席
▽

30
日
11
西

豊
田
駅
誘
致
会
議
、
農
業
者
経
営
ク

ラ
プ
総
会
に
挨
拶

ヽ
琵
g

■都
税
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

都
税
な
ど
税
金
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
た
「
ガ
イ
ド
プ
ッ

ク
都
税
2
0
0
3
」
を
無
料
配
布
し

ま
す
。

▽
配
布
場
所
11
都
民
情
報
ル
ー
ム

（
都
庁
第
一
庁
舎
3
階
）
、
各
都
税

事
務
所
・
都
税
支
所
な
ど

▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
都
税
事
務
所

(
6
0
4
2
6
.
4
4
.
1
1
1
1
)
 

■消
防
法
改
正
に
伴
う
説
明
会

▽
日
時
1
1
7
月
2
7
日
⑪
午
前
10
時
S

11
時
30
分

年

▽
会
場
11
日
野
消
防
署
※
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん

周

。
4
 

▽
対
象
11
防
火
管
理
者
、
建
物
所
有

者

行

▽
定
員
1180
人

施

▽
申
込
み
先
11
日
野
消
防
署
予
防
課

制

(？

5
8
1
.
o
1
1
9
)

市ょ
ー
、
1しとこ

＆
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
4
月

か
ら
一
中
と
七
生
中
で
、
今
年
4
月

か
ら
二
中
で
学
校
給
食
業
務
の
民
間

委
託
を
開
始
し
ま
し
た
。
自
校
調
理

方
式
や
栄
養
士
の

1
校
1
人
配
置
、

従
来
の
給
食
方
式
等
の
堅
持
の
結

果
、
民
間
委
託
後
も
良
好
な
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学

業

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 投稿のベージ 第1065号平成15年6月15日

＊
社
会
福
祉
法
人
日
野
市
民
た
ん
ぼ

ぼ
の
会
か
ら

▼
働
き
ざ
か
り
の
う
つ
病
…
6
月
2
8

日
3
午
後
2
時
30
分
S
4
時
／
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講
師

・
益
子
茂

氏
（
精
神
科
医
）
了
新
障
害
者
プ
ラ
ン

と
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
の
く
ら
し
…

6
月
29
日
⑲
午
後
1
時
30
分
S
3
時

30
分
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講

師
・
白
沢
仁
氏
（
障
害
者
の
生
活
と

権
利
を
守
る
全
国
連
絡
協
議
会
）

／

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
(
〖
5
9
9
.
7
2
9
9
)

＊
医
療
問
題
講
演
「
外
科
医
か
ら
み

た
健
康
知
識
の
う
そ
、
ほ
ん
と
」

7
月
19日

3
午
後
1
時
30
分
S
4

時
／
日
野
市
立
病
院
／
講
師
・
長
町

幸
雄
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）
※

市
立
病
院
見
学
会
ぁり
／
先
着
100
人
／

500
円
／
詳
細
は
問
い
合
せ
を
／
日
野

生
涯
現
役
を
進
め
る
会
（
吉
野
6582.

3
3
6
9
)

へ
申
込

＊
日
野
市
囲
碁
連
盟
囲
碁
大
会

6
月
29
日
⑲
午
前
9
時
S
午
後
5

時
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
ク
ラ
ス

別
個
人
戦
／
1
千
500
円（
昼
食
代
げ
）

/
6
月
21
日

g
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
段
級
位
、

勤
務
先
ま
た
は
所
属
ク
ラ
ブ
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒

191
|
0
0
4
3

平
山
3
の
29
の
1
7
林
則
文

(6592.

4
1
2
6
)

へ

みんなa I 
,®;60-0~ メモ艤
原稿締め切り日

7月 15日号…•• 6月27日（金）
8月 1日号…… 7月14日（月）

原稿は郵送かご持参で受け付け／政治・宗教・営利に関するも

のは掲蔵不可／問い合わせは各文末の代表者へ。市は関与し

ていません／特に記戟のないものは原則無料／掲戟後に苦情

があったものは、今後の掲載を見合わせていただきます

6
月
30
日
⑲
午
後
7
時
S
9
時
／

ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
ヒ
ノ
・

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
生
演
奏
／
1
千
円
／

笹
本

(
6
5
8
4
.
6
2
3
2
夜
間
）

＊
映
画
上
映
会
「
虹
を
つ
か
む
ス
テ

ー
ジ
」7

月
5
日

3
午
前
1
0
時
30
分
、
午

後
1
時
、
3
時
30
分
か
ら
の
3
回
／

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
／
前
売
券
1
千

円
（
中
学
生
以
下•
6
5歳以
上
・
障

害
者
700
円）

／
福
祉
作
業
所
フ
レ
ン

ズ
に
じ
（
高
野
〖5
8
3
.
9
7
7
8
)

*
2
0
0
3
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
夏
祭

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

8
月
2
日

g
午
後
5
時
S
9
時
※

雨
天
実
施
／
旭
が
丘
東
公
園
／
視
覚

障
害
を
持
つ
利
用
者
の
ヘ
ル
パ

ー、

お
祭
り
の
準
備
など※
初
心
者
歓
迎
／

東
京
光
の
家

(
6
5
8
1
.
2
3
4
0
)

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

6
月
1
6
日
⑲
・
1
7
日
因
午
前
9
時

S
午
後
6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4

2
6
.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
日
野
保
育
園
看
護
師
募
集

7
月
か
ら
の
月
曜
S
土
曜
日
午
前

8
時
S
午
後
5
時
の
間
で
週
40
時
間

／
正
看
護
師
の
有
資
格
者
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
／
社
会
描
祉
法
人
の

ぎ
く
会
（
野
原
6
5
8
1
.
0
2
4
9
)

＊
座
談
会
「
楽
し
く
子
育
て
す
る
た

め
に
」6

月
22
日
⑲
午
後
2
時
30
分
S
4

時
30
分
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
子

育
て
中
の
保
護
者
、
地
域
住
民
の

方など
／
子
ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
（
綾
部
〖5
9
2
.
1
8
5
7
)

*
N
P
O
法
人
共
慟
事
業
所
あ
い
あ

む
か
ら

ァ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

…
6
月
21
日
山
午
前
1
0
時
S
午
後
4

時
※
雨
天
の
場
合
は

29
日
⑲
／
市
民

会
館
前
広
場
／
1
千
800
円
と
賛
同
支

援
金
▼
う
き
う
き
手
芸
教
室
…
6
月

＊
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー

．．
 

26日
困
午
前
1
0
時
S
正
午
／
女
性
セ

ン
タ
ー
／
和
柄
の
布
で
作
る
ミ
ニ
打

掛
／
1
千
700
円
（
材
料
費
）
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
／
あ
い
あ
む
2
号

店

(
6
5
8
6
.
8
4
3
4
)

＊
京
都
池
田
屋
事
変
記
念
新
選
組
パ

レ
ー
ド
参
加
者
募
集

7
月
1
6
日
困
午
前
1
0
時
S
午
後
4

時
／
京
都
壬
生
か
ら
八
坂
神
社
／
社

会
人
男
性
／
2
万
5
千
円
／
日
野
新

選
組
同
好
会
事
務
局

(
f
t
5
9
2
.
2
2

5
6
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
絵
手
紙
…
7
月
1
0
日
か
ら
の
第
2

•
第4
木
曜
日
午
後
7
時S9

時
▼

墨
絵
基
礎
講
座
…
7
月
9
日
か
ら
の

第
2
•
第
4
水
曜
日
午
後
1

時
3
0分

S
3
時
30
分
▼
健
康
「
民
謡
教
室
」

…
7
月
1
2
日
か
ら
の
第
2
•
第
4

土

曜
日
午
後
7
時
S
9
時
▼
シ
ャ
ン
ソ

ン
教
室
マ
土
曜
絵
画
教
室
▼
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
▼
競
技
プ
ロ
に

よ
る
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・
ラ
テ
ン
墓
礎

講
習
マ
カ
ナ
ダ
子
育
て
支
援
視
察
プ

ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
※
費
用
等
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
／
同
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
エ
ト
ワ

ー
ル
講
習
会

6

月
1
6
日
⑲
•
2
3
日
⑲

•
3
0日⑲

午
前
1
0
時
S
正
午
／
南
平
駅
西
交
流

七
ン
タ
ー
／
初
心
者
・
初
級
者
／
高

橋

(
6
5
9
2
.
1
5
2
9
)

＊
今
の
あ
な
た
を
生
か
す
気
分
爽
快

メ
イ
ク

6
月
1
9
日

g
.
2
6日
g
、
7
月
3

日
困
の
い
ず
れ
か
1
日
午
後
1
時
S

3
時
／
積
水
ハ
ウ
ス
日
野
展
示
場

（
下
田
）

／
各
日
6
人
／
2
千
円
／

鮫
島

(
6
5
8
5
.
6
5
5
2
午
後
5
時

以
降
）
へ
申
込

＊
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
親
の
気
付
き
」

6
月
21
日
田
午
後
1
時
30
分
S
3

時
／
勤
労
•
青
年
会
館／
講
師
•
町

筋
幸
江
氏
（
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
）

/
300
円
※
保
育
ぁ
り
／
社
団
法
人
倫
理

研
究
所
（
林
6
5
8
5
.
7
8
4
7
)

＊
和
ハ
ー
ブ
の
育
て
方
・
楽
し
み
方

6
月
2
4
日
因
午
前
1
0
時
30
分
S
午

♦
 

．．
 

後
0
時
30
分
／
杉
野
学
園
百
草
教
室

／
講
師
・
今
泉
檀
氏
（
料
理
研
究
家
）

/
25
人
／
1
千
500
円
（
教
材
費
）

／

杉
野
学
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
事
務

局

(
6
5
9
9
.
3
0
5
5
)

へ
申
込

＊
よ
り
き
れ
い
に
見
せ
る
大
人
の
眉

メ
イ
ク
講
習
会

6
月
2
4
日
因
①
午
前
1
0
時
30
分
ー

正
午
②
午
後
1
時
30
分
S
3
時
30
分

／
多
摩
平
地
区
セ
ン
タ
ー
／
各
回
先

着
1
0
人
／
2
千
円
（
資
料
代
げ
）

／

佐
藤

(
6
0
9
0
.
5
7
9
7
.
9
3
2

3
)

へ
申
込

＊
も
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
親
の

体
験
談
を
聞
く
会

6
月
2
7
日
絢
午
前
1
0
時
i
正
午
／

遠
藤
ビ
ル
（
高
幡
）

／
500
円
／
親
と

子
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ま
て
り
あ

（
兼
広
6
．
晒
0
4
2
6
.
6
5
.
3

4
0
5
)

へ
申
込

＊
暑
中
見
舞
い
を
絵
手
紙
で

6
月
2
8
日

5
午
前
1
0
時
S
正
午
／

多
摩
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
／
実
費

で
道
具
一
式
貸
し
出
し
ぁり
／
竹
内

(
6
5
9
2
.
7
0
2
1
)

へ
申
込

＊
菊
作
り
無
料
講
習
会

6
月
29
日
⑲
午
後
2
時
ー
4
時
／

金
子
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
／
日
野
市
菊

友
会
（
志
村
6
5
8
1
.
5
3
3
6
)

＊
は
じ
め
て
の
ダ
ン
ス
講
習
会

7
月
7
日
⑲
か
ら
週
1
回
（
全
1
2

回
）
午
後
1
時
ー
3
時
／
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
など
／
各
回
100
円
／
シ
ル
バ

ー
ダ
ン
ス
教
室
（
鶴
岡
〖59
2
.
2
9

0
2
午
前
）
へ
申
込

＊
子
ど
も
の
権
利
条
約
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ7

月
1
3
日
⑩
午
前
1
0
時
S
午
後
。

時
30
分
／
南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ
ー

／
遊
び
、
劇
な
ど
※
子
ど
も
夢
基
金
助

成
事
業
／
小
4
S
小
6
の
子
ど
も
、

大
人
／
各
先
着
20
人
／
1
千
円
／
日

野
子
ど
も
劇
場
（
6
．
晒
5
9
1
.
5
1

3
6
)

へ
申
込

*
3

B
体
操
体
験
講
習
会

6
月
1
9
日
困
・
2
7
日
細
午
後
1
時

30
分
S
3
時
／
南
平
駅
西
交
流
セ
ン

タ
ー
／
20
歳
s
7
0
歳
代
の
女
性
※
指

導ぁり
／
上
履
き
持
参
※
軽
装
で
／
小

屋

(
6
5
9
4
.
6
0
5
4
)

へ
申
込

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

7
月
3
日
困
午
前
9
時
S
午
後
5

時
／
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
／
300
円
（
コ
ー
ト
代
げ
）

／
日
野

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
（
目
黒
〖
5
9
1

.
6
6
0
5
夜
間
）

＊
日
野
市
テ
ニ
ス
協
会
・
硬
式
テ
ニ

ス
初
ヽ
心
者
講
習
会

7
月
6
日
⑲
午
前
9
時
S
午
後
1

時
※
予
備
日
1
3
日
⑲
／
旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
1
千
円
／
6

月
30
日
⑲

（必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
1
9
3
|
0
8
3
4
八

王
子
市
東
浅
川
町
988
横
打
澄
雄
(
6

•
7
8
0
4
.
5
3
0
3
)

へ

。，
 
゜
＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
野
市
選
手
権
大

会
7
月
6
日
⑲
午
前
9
時
ー
午
後
5

時
※
予
備
日
1
3
日
⑲
／
多
摩
平
第
1

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
1
組
1
千
500

円
※
男
女
種
目
別
／
6
月
2
7
日
絢
ま

で
に
日
野
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

（
野
田
〖5
8
3
.
9
9
2
3
)

へ

*
G
r
o
u
p
個
々
油
彩
展

6
月
1
7
日
g
S
2
2
日
⑲
午
前
11
時

S
午
後
6
時
※

22
日
は
午
後
5
時
ま

で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
児

玉

(
f
f
5
9
2
.
2
2
6
9
)

＊
レ
ゾ
ン
ダ
絵
画
展

6
月
2
4
日
g
S
2
9
日
⑲
午
前
1
0
時

S
午
後
5
時
※

29
日
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
士
方

(
6
5
8
7
.
5
1
7
0
)

＊
手
話
で
唄
う
歌
声
喫
茶
「
と
も
に

楽
し
む
歌
声
の
輪
」

6
月
29
日
⑩
午
後
1
時
S
4
時
／

愛
隣
舎
ホ
ー
ル
（
多
摩
平
）

／
出
演

•
新
宿
と
も
し
び
／
先
着
7
0人
／
1

千
500
円
※
飲
み
物
、
お
菓
子
付
き
／

日
野
生
涯
現
役
を
進
め
る
会
（
吉
野ぶ

つ

〖
.
g
5
8
2
.
3
3
6
9
)

へ
申
込

＊
本
保
陽
子
ア
ク
リ
ル
画
個
展
「
佛

画
と
の
出
会
い
」

7
月
1
日
g
S
6
日
⑲
午
前
11
時

S
午
後
6
時
※

6
日
は
午
後
5
時
ま

で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
本

保

(
6
5
8
2
.
0
7
3
9
)

先
着
順
で
掲
載
し
ま
す
。

2
度
目

以
降
の
掲
載
は
前
回
掲
載
日
の

3
カ

月
後
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

＊
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
「

B
L
o
o

M
I
N
G
H
E
A
R
T」

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
と
午

後
2
時
か
ら
／
東
部
会
館
など
／
講
師

・
ユ
ミ
・

バ
ル
ア
氏
／
25
人
／
材
料

費
実
費
／
佐
々
木

(
f
t
0
3
.
5
7
1

0
.
8
7
6
6
)
 

＊
ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

木
曜
日
午
後
7
時
S
9
時
…
百
草

台
小
、
土
曜
日
午
後
2
時
S
4
時
30

分
•
•
平
山
小
、
午
後
6
時

3
0分S
8

時
30
分
…
2
小
、
日
曜
日
午
前
1
0
時

S

正
午
•
•
•
6
小
／
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局
（
五
十
嵐
〖
5
9
2
.
5

6
8
2
)
 

た
の

＊
愉
し
い
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
会

毎
月
第
1
土
曜
日
午
前
1
0
時
ー
正

午
／
中
央
公
民
館
など
／
バ
ロ
ッ
ク
音

楽
の
鑑
賞
と
勉
強
会
／
指
導
・
小
田

瑠
奈
氏
（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

／
月

1
千
500
円
／
岩
崎

(
6
5
8
1
.
5
7
0

7
)
 

マ

ム

*
D
A
N
C
E
*
M
A
M
 

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0
時
S
1
1
時
30

分
／
東
部
会
館
など
／
ス
ト
レ
ッ
チ
と

ダ
ン
ス
※
無
料
体
験
ぁ

り
／
入
会
金

500

円
、
月
2
千
500
円
／
新
井

(6587.

3
5
8
1
)
 

＊
松
橋
奈
保
子
健
康
体
操

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0
時
30
分
か
ら

／
東
部
会
館
な
ど
／
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
／
入
会
金
3
千

円
、
月
3
千
円
／
伊
藤

(
f
t
5
8
1
.
5

9
6
7
)
 

＊
合
気
道
敦
室

週
1
回
平
日
午
後
6
時
か
ら
／
市

内
の
施
設
を
予
定
／
中
高
年
／
月

5

千
円
／
吉
原
(
〖5
8
4
.
7
8
2
4
)

＊
中
川
美
保
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
コ
ン

サ
ー
ト

7
月
6
日
⑲
午
後
2
時
か
ら
／
安

養
寺
（
万
願
寺
）

／
出
演
・
中
川
美

保
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）
、
田
代
幸
弘

（
ピ
ア
ノ
）

／
2
千
500
円
／
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
（
稲
村
6591
.
3

6
9
7
)

へ
申
込

＊
日
野
走
友
会

毎
週
日
曜
日
午
前
6
時
30
分
に
浅

川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
集
合
／
健
康
な
方

／
年
3
千
円
／
染
谷

(
f
t
5
8
4
.
6
6

7
1
)
 

＊
か
げ
ろ
ふ
会

毎
月
第2
•

第
4

火
曜
日
午
前
1
0

時
か
ら
／
高
幡
図
書
館
な
ど
／
古
典
輪

読
／
月
1
千
円
／
永
田

(
6
5
8
4
.
9

2
8
1
夜
間
）

＊
楊
名
時
太
恒
拳
同
好
会
日
野
敦
室

毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
5
3

時
（
月
4
回
）

／
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
など
※
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
／

入
会
金
1
千
円
、
月
2
千
500
円
／
川

上

(
6
5
8
3
.
7
4
3
9
)

＊
子
育
て
支
援
「
お
ば
Q
」

毎
月
第
2
•

第
4
水
曜
日
午
前
9

時
30
分
S
午
後
0
時
30
分
／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
吉
冨
（
多
摩
平
）

／
乳
幼
児
と
親
が
遊
べ
る
場
。
幼
稚

園
園
長
経
験
者
な
ど
が
指
導
／
1
回

200
円
／
斉
藤

(
6
5
8
4
.
6
7
6
3
)

＊
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
「
プ
ア
・
リ

ー
リ
ア
」

毎
月
第2
•

第
4

木
曜
日
午
後
7

時
S

8
時
30
分
／
ス
タ
ジ
オ

M

（豊

田
）
※
初
心
者
歓
迎
／
入
会
金
1
千

円
、
月
2
千
500
円
／
吉
村

(6586.

3
2
5
0
)
 

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
リ
ズ
ム
体
操
「
リ
ズ

ミ
カ
ル
T
D
」

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0
時
S
1
1
時
30

分
／
新
井
地
区
セ
ン
タ
ー

g
／
肩
こ

り
腰
痛
解
消
※
体
験
ぁり
／
月
3
千
円

／
常
盤
木
（
6
5
8
7
.
6
2
7
1
)

＊
還
麿
野
球
部

毎
週
日
曜
日
練
習
、
毎
週
土
曜
日

リ
ー
グ
戦
／
旭
が
丘
中
央
公
園
など
／

58
歳
以
上
／
年
8
千
円
／
平
山
チ
ー

ム
（
戸
羽
6
5
9
2
.
0
7
3
8
)
、
豊
田

・
日
野
チ
ー
ム
（
佐
々
木
6
5
8
3
.
o

6
3
0
)
 

に
ん

げ

＊
朗
読
語
り
の
会
「
人
華
」

毎
月
第
2
•

第
4
火
曜
・
土
曜
日

午
後
2
時
S
4
時
30
分
／
湯
沢
福
祉

セ
ン
タ
ー

g
／
発
声
の
基
本
か
ら
／

入
会
金
1
千
円
、
月
2
千
500
円
／
宮

里

(ft042
．
訊
．

9
2
9
3
)

と
う
さ
し

＊
陶
芸
「
陶
彩
会
」

毎
月
第
2
土
曜
日
午
後
1
時
S

5

時
／
5
小
など※
初
心
者
歓
迎
。
市
民

去
る
1
月
に
開
催
さ
れ
た
第
52
回

関
東
東
海
花
の
展
覧
会
一
般
鉢
物
の

部
で
柴
寄
寿
さ
ん
（
下
田
在
住
）
の

パ
ン
ジ
ー
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し

こ
。

t
 こ

の
展
覧
会
は
半
世
紀
以
上
続
く

歴
史
が
あ
り
、
花
の
消
費
啓
発
を
目

的
に
全
国
の
生
産
者
か
ら
栽
培
し
た

花
々
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
世

代
の
方
が
今
後
も
農
業
振
興
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ひ
さ
し

＊
市
内
在
住
の
柴
寄
寿
さ
ん
が
関
東

東
海
花
の
展
覧
会
銀
賞
を
受
賞

文
化
祭
へ
の
出
品
ぁり
／
入
会
金
1
千

0

円
、
月
3
千
500
円
／
平
井

(6583.

6
7
5
4
)
 

＊
ゃ
さ
し
い
日
本
画
の
会

毎
月
第
1
•

第
3
木
曜
日
午
後1

時
30
分
S
3
時
30
分
／
高
幡
福
祉
セ

ン
タ
ー
など
／
入
会
金
1
千
円
、
月
3

千
円
／
小
澤

(
6
5
9
1
.
9
5
9
2
午

後
5
時
ま
で
）

＊
朗
読
の
会
「
モ
チ
モ
チ
」

毎
月
第2
•

第
4
木
曜
日
午
後1

時
30
分
S

3
時
／
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ

ー
など
／
発
声
の
某
本
な
ど／
入
会
金
1

千
円
、
月
2
千
円
／
若
杉

(6583.

1
2
4
3
)
 

せ
い
も
く

＊
囲
碁
ク
ラ
ブ
「
井
目
会
」

毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
S

5
時
／

中
央
公
民
館
など
／
月
1
千
500
円
※
指

導ぁり
／
中
村
（
6
5
9
1
.
6
3
0
0
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
南
平
ソ
シ
ア
ル
」

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
S
3
時
／

南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ
ー
など
／
初
級

•
月
2
千
円
、
中
級
•
月
2
千
5
0
0
円

※
プ
ロ
の
指
導
ぁり
／
佐
久
間
(6594.

1
6
7
2
夜
間
）
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■多
摩
テ
ッ
ク
「
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

プ
ー
ル
」
に
ご
招
待

6
月
28
日
田

S
7
月
31
日

g
、
遊

園
地
正
面
入
口
横
の
チ
ケ
ッ
ト
売
場

で
、
住
所
を
証
明
で
き
る
も
の
（
健

康
保
険
証

g)
を
提
示
さ
れ
た
市
民

1
人
に
つ
き
合
計
5
人
ま
で
、
遊
園

地
入
園
と
プ
ー
ル
遊
泳
が
無
料
に
な

り
ま
す
。（

市
役
所
内
日
野
市
観
光
協
会
）

■二
中
地
区
青
少
年
育
成
会
5
全
員

集
合
！
六
年
生
の
集
い

来
年
二
中
に
入
学
す
る
6
年
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
二
中

在
校
生
と
の
交
流
会
で
す
。

6
月
2
8
日

g
午
前
9
時
S
午
後
3

時
／
二
中
／
午
前
…
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
げ
、
午
後
…
部
活
動
体
験
交
流
／

筆
記
用
具
、
体
育
館
履
き
、
あ
れ
ば

腕
時
計
持
参
※
運
動
し
や
す
い
服
装

で
。
昼
食
は
用
意
し
ま
す
／
片
岡

(
B
5
8
2
.
0
6
9
6
)

へ
申
込

■自
然
体
験
広
場
の
利
用
者
を
募
集

仲
田
小
南
側
の
自
然
体
験
広
場

は
、
鳥
や
セ
ミ
の
鳴
き
声
、
手
つ
か

ず
の
森
な
ど
、
自
然
を
肌
で
体
感
で

き
る
場
所
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
飯
ご

う
炊
さ
ん
な
ど
の
野
外
活
動
を
し
な

が
ら
、
日
野
市
の
自
然
を
満
喫
し
ま

せ
ん
か
。
夏
休
み
の
体
験
学
習
の
場

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

7
月
19
日

g
S
8月
30
日

g
※
使

用
で
き
な
い
日
程
ぁ
り
／
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
市
内
在
住
の
家
族

ま
た
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
1
0

人
以
上
い
る
市
内
の
団
体
／
キ
ャ
ン

プ
用
具
一
式
ほ
か
の
貸
し
出
し
ぁ
り
／

6
月
2
5
日
困
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ヘ

■市
制
40
周
年
記
念
事
業
・
下
水
道

見
学
会
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
作
成

参
加
者
が
作
成
し
た
ふ
た
は
、
市

内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
す
。

7
月
2
2
日
因
・
・
下
水
道
工
事
現
場

と
浅
川
処
理
場
の
見
学
、

2
3
B
困
…

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
描
き
方
教
室
／

午
前
9
時
ー
午
後4
時
／
小
5
•

小

6
※
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方
／
10

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
弁

当
、
水
筒
持
参
／
6
月
3
0
日
⑪
（
必

9
月
3
0
日
因
午
後
7
時
か
ら
／
日

野
中
央
公
園
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
※

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市

役
所
下
水
道
普
及
課
ヘ

■三
沢
中
地
区
青
少
年
育
成
会

5
夏

キ
ャ
ン
プ

7
月
26
日
山
ー
2
8
日
⑲

(
2
泊
3

H
)
／
鳩
ノ
巣
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
西
多

摩
郡
奥
多
摩
町
）

／
50
人
※
事
前
説

明
会

(
7
月
1
1
日
画
午
後
7
時
3
0
分

か
ら
三
沢
束
地
区
セ
ン
タ
ー
）
に
出

席
を
／
子
ど
も
4
千
500
円
、
中
学
生

以
上

5
千
円
／
6
月
3
0
日
⑪
ま
で
に

石
川
(
〖5
9
4
.
3
7
3
1
)

へ

■
「
ひ
の
新
選
租
ま
つ
り
」
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
展
示

5
月
1
0
日
・
1
1
日
に
行
わ
れ
た

「
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
」
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。

6
月
2
3
B
⑲
S
7
月
4
日
絢
…
市

役
所
1
階
ロ
ビ
ー
、
7
月
7
日
⑲
S

8
月
上
旬
…
高
幡
不
動
尊
宝
輪
閣
／

ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
産
業
振
興
課
内
）

■男
女
共
同
参
画
週
問
記
念
映
画
会

「
サ
ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ

5
愛
と

追
憶
の
彼
方
」

家
庭
内
に
重
い
問
題
を
抱
え
育
っ

た
男
性
が
、
再
び
家
族
と
の
生
活
を

取
り
戻
す
姿
を
描
い
た
物
語
。
パ
ー

ト
ナ
ー
と
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6
月
2
8
日
国
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
／
先
着
200
人

/
1
歳

6
カ
月

S
未
就
学
児
の
保

育
ぁ
り
※
保
育
の
み
6
月
20
日
函
ま
で

に
申
し
込
み
を
／
女
性
参
画
推
進
室

■市
制
40
周
年
記
念
事
業
・
古
典
芸

能
再
発
見
「
ひ
の
薪
能
」

■お
は
よ
う
水
泳
教
室

7
月
3
日
困
・
1
0
日
困
・
1
7
日

g

.
2
4
日

g
／
①
初
心
者
コ
ー
ス
（
泳

げ
な
く
て
も
可
）
…
午
前
1
0
時
1
5
分

S
1
1
時
②
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
コ
ー

ス
…
午
前
1
1
時
1
5
分
ー
正
午
／
東
部

会
館
温
水
プ
ー
ル
／
全
日
程
参
加
で

き
る
成
人
20
人
※
申
込
多
数
の
場
合

五小
（多摩平6-21) 

音楽室 102吋 ピアノ・机・いす

丑帷：I:l祀： I 直·岱~Iせ倉薮菟
大ホール 320m' ピアノ・机・いす

南平小

（南平4-18-l) 

夢 が 丘 小
（程久保550)

全日本少年剣道練成会館
（豊田4-46-61) 

会議室

和室 24畳 座卓
・・釜議奎・ •| ・ •60げ..|•机· • ・藷．．．．．．．．．．．

道場など

63而

246m' 

ピアノ・机・いす

学校休業日の
午前9時～午後9時

及びそれ以外の
午後6時～ 9時

月曜・水曜・金曜日
の午後 1時～4時

雨
天
の
場
合
は
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

よ
し
と

／
出
演
・
観
世
流
関
根
祥
人
げ
／
2

千
円
※
全
席
自
由
／
6
月
1
7
日
因
午

前
9
時
か
ら
市
民
会
館
、
中
央
公
民

館
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
、
中
央
図
書

館
、
七
生
公
会
堂
（
以
上
、
い
ず
れ

も
月
曜
日
休
館
）
、
市
役
所
5
階
生

涯
学
習
課
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
へ

●
小
学
校
の
教
室
・
全
日
本
少
年
剣

道
練
成
会
館
を
開
放

音
楽
・
ダ
ン
ス
・
会
議
な
ど
様
々

な
用
途
で
、
左
表
の
施
設
が
活
用
で

き
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
活
動

場
所
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
使
用
方
法
は
生
涯
学
習
課
へ
問

い
合
わ
せ
を
。

は
抽
選
／
1
千
200
円
／
6
月
26
日
困

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
希
望
コ
ー
ス
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
2
4
万
願

寺
土
地
区
画
整
理
地
内
139
街
区
東
部

会
館
温
水
プ
ー
ル
お
は
よ
う
水
泳
教

室
係

(
6
5
8
3
.
5
2
6
6
)

へ

■市
民
体
育
大
会
少
年
軟
式
野
球
競

技
7
月
20
日
か
ら
の
毎
週
日
曜
日
、

祝
日
／
杉
野
学
園
百
草
グ
ラ
ウ
ン
ド

／
小
学
生
チ
ー
ム
、
中
学
生
チ
ー
ム

※
原
則
と
し
て
市
内
在
住
者
で
構
成

/

1
チ
ー
ム
2
千
円
※
主
将
会
議

(
7
月
4
日
画
午
後
6
時
3
0
分
か
ら

市
役
所
5
階
505
会
議
室
）
で
徴
収
／

6
月
2
8
日

g
（
必
着
）
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
・
南
平
体
育
館
に
あ
り
）

を
日
野
市
体
育
協
会
事
務
局
（
南
平

体
育
館
内
6
5
9
3
.
4
7
4
0
)

へ

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
7
月
利
用

分
抽
選
会

6
月
20
日
画
／
①
体
育
館
…
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校

庭
・
・
・
4
時
④
ナ
イ
タ
ー
…
6
時
／
市

役
所
5
階
505
会
議
室
／
学
校
体
育
施

設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
の

方
対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

■北
川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
閉
鎖

長
年
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

北
川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
仮
設
道
路

工
事
の
開
始
に
よ
り
、

7
月
1
日
因

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
エ

事
終
了
後
も
最
終
的
に
公
園
に
な
る

た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
は
今
後
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■市
制
40
周
年
記
念
事
業
・
創
作
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
お
き
な
カ
シ
の
木

と
で
っ
か
い
夢
」

芝
居
や
ダ
ン
ス
、
歌
、
台
本
な
ど
、

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

6
月
2
1
日
、

7
月
5
日
・
1
9
日
、

9
月
6
日
・

20
日
、
1
0
月
4
日
・
1
8

日
、
1
1
月
1
日
・
1
5
日
、
1
2
月
6
日

•
2
0
日
、
1

月
1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日

.
3
1
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3
時
／

一
小
げ
※
最
終
日

は
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
。
公
演
は
2

月
1
日
同
午
後
2
時
か
ら
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
／
講
師
・
大
多
和
勇
氏

（
演
劇
企
画
く
す
の
き
代
表
）
、
松

井
綾
氏
（
ダ
ン
サ
ー
）

／
弁
当
、
水

筒
、
上
履
き
持
参
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

■ふ
る
さ
と
博
物
館
体
験
学
習
会

S

日
野
宿
の
石
仏
•
石
碑
探
訪

6
月
2
1
日
国
午
後
1
時
3
0
分
に
日

野
駅
前
交
番
前
に
集
合
、
万
願
寺
駅

解
散
予
定
※
雨
天
の
場
合
は
2
8
日

3

／
日
野
の
歴
史
と
民
俗
の
会
会
員
が

案
内
（
約
3
時
間
）

／
先
着
20
人
／

帽
子
、
飲
み
物
等
持
参
※
歩
き
や
す

い
服
装
で
／
6
月
1
5
日
⑩
午
前
9
時

か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5

1
0
0
)

へ

※
ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画
コ
ー
ナ
ー

展
「
市
民
の
学
習
活
動
と
博
物
館
2

i
地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
楽
し
さ
」

で
は
、

6
月
29
日
⑩
ま
で
日
野
の
歴

史
と
民
俗
の
会
・
日
野
の
昭
和
史
を

綴
る
会
の
活
動
成
果
を
展
示
中

■高
齢
者
市
民
企
画
S
は
じ
め
て
の

日
本
画

初
心
者
を
対
象
に
、
描
き
方
の
手

順
、
画
材
の
知
識
等
を
学
び
ま
す
。

7
月
1
日
S
2
9
日
の
毎
週
火
曜
日

午
前
1
0
時
i
正
午
／
中
央
公
民
館
／

た
つ
あ
き

講
師
・
大
山
龍
顕
氏
（
日
本
美
術
院

研
究
会
員
）

／
1
6
人
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
／
日
本
画
用
具
一
式
持

参
（
な
い
方
に
は
あ
っ
旋
）

／
6
月

20
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
経
験
の
有

無
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日

野
本
町
7
の
5
の
23
日
野
市
中
央
公

民
館
「
日
本
画
」
係

(
6
5
8
1
.
7
5

8
0
)

へ

■パ
ソ
コ
ン
講
座
「
デ
ジ
タ
ル
画
像

を
楽
し
む
」

7
月
4
日
絢
…
デ
ジ
タ
ル
画
像
の

仕
組
み
、
1
1
日
細
・
・
・
画
像
の
デ
ジ
タ

ル
儒
号
作
成
と
デ
ジ
カ
メ
、
1
8
日
画

…
画
像
デ
ー
タ
の
パ
ソ
コ
ン
上
で
の

表
示
と
保
管
、
2
5
日
匈
：
修
正
と
加

工
、
8
月
8
日
画
・
・
画
像
処
理
と
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
、
1
5
日
⑯
…
ア
ル
バ

ム
管
理
と
外
部
保
管
／
午
後
2
時
S

4
時
／
中
央
公
民
館
／
講
師
・
浅
尾

義
明
氏
（
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
ク
ラ
プ

代
表
）

／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
所
有
ま

た
は
購
入
予
定
の
方
／
3
0
人
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
／
6
月
20
日
画

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

191
|
0
0

1
1
日
野
本
町
7
の
5
の
23
日
野
市

中
央
公
民
館
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
係

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

■平
成
1
5
年
度
1

T
講
習
会

日
時
・
コ
ー
ス
は
左
表
の
と
お
り

／
豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー
※
車
で

の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
／
市
内
在
住

•
在
勤
・
在
学
者
※
身
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
受
講
が
困
難
な
場
合
は
ご

相
談
を
／
各
コ
ー
ス

20
人
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
／
1
千
円
※
ほ
か

に
テ
キ
ス
ト
代
実
費
／
6
月
3
0
日
⑪

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往

信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
番

号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日

野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
「
パ

ソ
コ
ン
」
係
へ

3
0
0
0
3
0
3
0
3
0
0
0
0
0
3
0
3
0
 

．．． 
2
0
1
6
2
0
1
1
1
1
1
6
1
6
1
1
1
1
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

3
0
0
0
3
0
3
0
3
0
0
0
0
0
3
0
3
0
 

• 
1
8
1
4
1
8
9
9
1
4
1
4
9
9
 

g
g
②

g
⑤

⑤

g
g
③
 

9
1
6
2
9
1
6
1
1
2
9
8
1
3
3
1
 

~
～
~
～
 
.
.
.
.
.
 

⑤

⑪

g
⑤

g
g
⑤

⑤

9
 

7
1
4
2
7
1
4
1
0
2
8
7
1
2
3
0
 

/

／

/

／

/

/

／

/

／

 

7
9
8
9
7
8
7
9
8
 

①
一
②
一
③
一
④
一
⑤
一
⑥
一
⑦
一
⑧
一
⑨

夜護課在中 修 ■● IT講習会日程表
各員程勤央日会訪
30と修で 福 程 5問
人し了訪祉・制 介
／ て-間セ内度 護
3 働を介ン容論 員
千い有護夕は フ
円 てし員 l下至ォ
／ い‘の ／ 表 3 ロ
6 る現資市の回 l
月方に格内と ア
23 / 訪＾在おツ
日昼問 2 住 り プ
但）‘介級・ ／ 研

会修嘩ツア口才フ員晨
〈

J問訪

．
 

■日
本
語
敦
授
法

7
月
4
日
画
・
9
日
困
・
1
1
日
錨

午
後
7
時
S
9
時
／
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
／
直
接
法
、
就
学
児
童
へ
の

教
え
方
、
演
習
な
ど
※
小
・
中
学
校
の

先
生
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
／
講
師
・

大
野
宏
子
氏
／
1
千
500
円
(
3
日
間
）

／
日
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

(
〖5
8
6
.
9
5
1
1
)

へ
申
込

■パ
ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
①
・
・
・
7
月

5
日

g
.
6日
⑲
②
W
O
R
D
①
…

7
月
1
2
日
3
.
1
3
日
⑲
③
W
O
R
D

②・・・
7
月
1
9
日
5
.
2
0
日
⑲
④

w
o

R
D
③
…
7
月
26
日

g.27日
⑲
⑤

E
X
C
E
L
①
:
7
月
1
2
日
国
・

13

H
⑩
⑥
E
X
C
E
L
②
…
7
月
19
日

3
.
2
0
日
⑩
⑦
E
X
C
E
L
③
…
7

月
26
日

g.27日
⑲
⑧
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
…
7
月
5
日
3
.
6
日
⑲
⑨
E

メ
ー
ル
…
7
月
5
日

a.6日
⑲
⑩

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
②
…
7
月
1
0
日

困
・
1
1
日
⑯
※
①
②
は
基
礎
、
③
は

応
用
／
①
S
④
⑩
午
前
1
0
時
S
正
午
、

⑤
S
⑧
午
後
1
時
S
3
時
、
⑨
午
後

4
時
ー
6
時
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
／
各
4
千
円
※
①
⑩
は

3
千
円

/
6
月
2
8
日

3
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
希
望
す
る
部
（
昼
か

夜
）
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
職
業
（
勤
務
先
、
所
在
地
）
、
訪

問
介
護
員
実
務
経
験
年
数
、
受
講
動

機
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野

本
町
7
の
5
の
23
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)

へ
※

記
入
も
れ
の
あ
る
も
の
は
無
効

門
翌
幻

(•(•( 
日
~
日
~
日

，
 

2
 

5
 

2
 

2
 

ー月
~
月
~
月

.

7

.

7

 

7
 度

ニ
一
~
・
度

制

~
I
J
~度
制

~
制
険

．
禾

見
~
権
．

後
~
祉
~
費
保

~
援
護

~
福
．

年
~
域
．

成
~
地
~
支
介

⑤
ぷ
i
~

日
~
日
~

8
 

ー

ー

ー月
~
月
~

7
 

7
 

7月25日（金）

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
コ
ー
ス
番
号
を
記
入
し
、
一
T191

|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

l
p
c教
室

係
(
〖
5
8
9
.
1
2
4
8
)

へ

生
活

竪
室
か
ら

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ア
ダ
ル
ト
番

組
利
用
料
の
請
求
が
あ
っ
た

◎

出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

こ
と
が
な
い
の
に
、
突
然
携
帯
電
話

に
「
利
用
代
金
が
振
り
込
ま
れ
て
い

な
い
。
利
用
料
、
延
滞
料
、
手
数
料
、

調
査
費
の
合
計
3
万
円
を
3
日
以
内

に
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振
り
込
む

こ
と
。
こ
れ
以
上
延
滞
す
る
と
自
宅

か
、
勤
務
先
へ
集
金
に
行
き
、
人
件

費
1
5
万
円
を
さ
ら
に
加
算
す
る
」
と

の
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
問
い
合
わ
せ

の
携
帯
電
話
番
号
が
あ
る
が
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。

④
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
い

義
務
は
な
く
、
督
促
詐
欺
と
考
え
ら

れ
る
の
で
自
分
か
ら
連
絡
を
取
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
業
者

か
ら
情
報
料
を
請
求
す
る
電
話
が
来

て
も
、
絶
対
に
、
自
分
の
氏
名
や
住

所
な
ど
の
個
人
情
報
を
教
え
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
は
、
料
金

が
後
払
い
で
、
簡
単
に
登
録
で
き
、

匿
名
で
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

番
組
提
供
業
者
は
料
金
の
回
収
率
が

悪
く
、
法
的
に
は
権
利
の
な
い
債
権

回
収
業
者
が
強
引
な
取
り
立
て
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
特
に
多

い
の
は
、
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人

へ
の
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
な

ど
で
の
請
求
で
す
。
請
求
が
脅
迫
的

な
の
で
支
払
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
毅
然
と

断
り
、
利
用
明
細
や
業
者
の
名
前
の

確
認
を
求
め
、
具
体
的
な
脅
迫
行
為

が
あ
っ
た
ら
最
寄
り
の
警
察
に
相
談

を
。
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
無
料
ポ
イ

ン
ト
分
だ
け
使
っ
た
場
合
の
高
額
な

請
求
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
個
人
情
報
を
出
さ
な
い
注
意
が
必

要
で
す
。

（
日
野
市
消
費
生
活
相
談
室
6581.

3
5
5
6
)
 

゜
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ス
ー
バ
ー
な
と
で
持
ち
帰
り
用
に
渡

さ
れ
る
レ
ジ
袋
は
、
市
内
で
年
間
約

4

干
200万
枚
が
こ
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

7
月
か
ら
毎
月

5
日
を
マ
イ
バ
ッ
グ
・

デ
ー
と
し
、
大
手
ス
ー
バ
ー
等

13店
舗

に
お
け
る
呼
び
か
け
を
始
め
と
し
て
、

市
内
＿
斉
に
レ
ジ
袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
市
民
・
事
業
所
（
大
手
ス
ー
バ
ー

商
店
会
連
合
会
）
・
行
政
の
＿
―
-
者
の
連

携
に
よ
る
も
の
で
す
。
お
買
い
物
の
際

に
は
ぜ
ひ
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
こ
協
力

く
だ
さ
い
。

って晰る レジ袋

•• 

♦
 

．．
 

●申込締め切り日

9月
1日号 7月15日（火）

15日号 7月29日（央）

10月
1日号 8月13日（水）

15日号

11月
1日号

8月27日（水）

9月11日（木）

15日号 9月25日（木）

▼
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
協
力
員
を
募
集

呼
び
か
け
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

運
動
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

広
報
ひ
の
で
は
、
9
月
1
日
号
か

ら
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。
発
行
部
数

は
6
万
9
千
部
で
、
市
内
各
世
帯
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
宣
伝

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

マ
掲
載
の
位
置
・
規
格
・
掲
載
料

下
表
の
と
お
り

マ
褐
載
で
き
な
い
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
広
告

①
広
報
紙
の
公
共
性
及
び
そ
の
品
性

を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

②
風
俗
営
業
等
の
規
則
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
に

掲
げ
る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

_―

-――(
＝

-
i
 

③
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広

告
ま
た
は
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

④
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

⑤
法
令
で
禁
止
、
あ
る
い
は
法
令
に

抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

⑥
そ
の
他
広
報
紙
に
掲
載
す
る
広
告

と
し
て
妥
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

も
の

T
申
込
み

6
月
16
日
⑲
か
ら
申
込
用
紙
（
市

役
所
4
階
市
長
公
室
広
報
担
当
に
あ

り
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

12月
1日号 10月15日（水）

15日号 10月29日（t)

1月
1日号

15日号

11月11日（火）

11月26日（水）

2月
1日号 12月11日（太）

「広報ひの」で広告掲載はじめます
胴◎翠 后
丘

15日号 12月19日（金） 2号

3月
1日号

15日号

1月14日（水）

2月3日（火）

1号

3号

4号

広告

広告

広告

広告

縦4.5炉x横24.5茫

縦4.5炉x横16.3炉

縦4.5炉X横12.5炉

縦4.5炉X横 8.0炉

段

1号広告の 3分の 2

1号広告の2分の 1

1号広告の3分の 1

下 90,000円

60,000円

45,000円

30,000円

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(<

581.0444)
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
記
入
し
、

左
表
の
締
め
切
り
日
ま
で
に
、
広
告

原
稿
を
添
え
て
市
長
公
室
広
報
担
当

ヘマ
掲
載
の
決
定

内
容
審
査
の
う
え
、
掲
載
の
可
否

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
掲
載
決
定
の

場
合
は
、
申
込
者
の
負
担
で
版
下
原

稿
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

烹
問
合
せ
先
11
市
長
公
室
広
報
担
当

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

近
代
日
野
の
農
家
の
日
記

明
治
の
時
代
に
生
き
た
人
に
は
、
執

念
に
も
似
た
気
持
ち
で
日
記
を
し
た
た

め
て
い
た
人
が
見
ら
れ
る
。
日
野
で
は

い

ら

こ

け

い

さ

い

河
野
清
助
や
五
十
子
敬
斎
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
人
が
現
れ
た
。

か
じ
ゅ
う
ろ
う

川
辺
堀
之
内
の
伊
藤
嘉
十
郎
で
あ
る
。

嘉
十
郎
は
明
治
10
年

(
1
8
7
7
)

1
月
、
川
辺
堀
之
内
の
農
家
に
生
ま
れ

た
。
現
在
、
明
治

29
年
と

44
年
の
日

記
、
大
正

7
年

(
1
9
1
8
)
8
1
5
年

の
「
備
忘
録
」
と
明
治
32
年
の
「
第
二

期
農
業
講
習
会
」
の
記
録
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
今
ま
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
そ
の
残
り
で
あ
る
と
い
う
。
伊
藤
家

で
は
、
残
さ
れ
た
記
録
を
そ
の
ま
ま
印

「
サ
ー
ク
ル
・

n

「
機
関
・
団
体
名
簿
」
を
発
刊

S
2
4
日
か
ら
図
一

「
サ
ー
ク
ル
・
団
体

・
団
体
名
簿
」
を

6
ロ

市
内
の
各
図
書
館
、ギ~

田
駅
連
絡
所
、
生
活
・

ー
で
配
布
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
・
団
体
々

市
・
都
民
税

刷
・
製
本
し
た
が
、
そ
れ
で
も
500
ペ
ー

ジ
近
く
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
伊
藤

稔
編

「日
野
の
農
家
の
記
録
祖
父
の

日
記
』

2
0
0
3
年
3
月
刊
）
。

明
治
29
年
の
日
記
は
嘉
十
郎
が
19
歳

の
時
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は

日
野
町
・
七
生
村
・
桑
田
村
の
有
志
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
養
蚕
の
教
育
機
関

で
あ
る
扶
桑
社
が
生
き
生
き
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、

4
月
に
は
日
清
戦

争
の
「
桑
田
村
従
軍
兵
士
軍
夫
ノ
慰
労

会
」
を
行
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
6
月

24
日
付
け
三
陸
の
大
津
波
の
記
録
が
注

目
さ
れ
る
。
大
津
波
は

6
月
15
日
に
発

生
し
、
死
者
2
万
7
千
人
余
、
流
出
家

屋
約
9
千
戸
を
出
し
た
が
、
こ
の
歴
史

的
災
害
を
嘉
十
郎
は
、

9
日
後
の

24
日

に
取
り
始
め
た
新
聞
で
初
め
て
知
り
、

新
聞
記
事
を
日
記
帳
に

12
ペ
ー
ジ
も
書

き
写
し
て
い
る
。

「
備
忘
録
」
に
は
大
正

7
年
7
月
に
初

め
て
電
灯
が
点
火
さ
れ
た
こ
と
や
、

9

年
3
月
か
ら
始
ま
る
戦
後
恐
慌
、

10
月

の
初
め
て
の
国
勢
調
査
、
そ
し
て
都
市

に
お
け
る
労
使
の
対
立
に
対
し
て
、
農

村
に
お
け
る
地
主
と
小
作
の
対
立
の
社

会
を
地
域
を
通
し
て
記
録
し
て
い
る
。

日
記
は
ま
さ
に
生
き
た
歴
史
を
今
日
に

伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
員
会
委
員
・
沼
謙
吉
）

（第
1
期）

麟
の
歴
史
と
民

OO
匝


